
事業完了（廃止等）報告書 

 

調査研究期間等 

調査研究期間 令和２年５月１８日 ～ 令和３年３月１５日 

調査研究事項 ≪委託研究：夜間中学における教育活動充実に係る調査研究≫ 

≪委託研究Ⅱ≫ 

広報・相談体制の充実に関すること 

≪委託研究Ⅳ≫ 

教職員の配置・研修に関すること 

≪委託研究Ⅴ≫ 

環境整備に関すること 

≪委託研究Ⅵ≫ 

その他夜間中学における教育活動充実に関すること 

調査研究のねらい １ 中学校夜間学級の教育内容について、入学対象者だけでなく

関係者へ広く周知するための広報・相談活動の充実に向けた研

究をする。 

２ 先進校視察や研修会参加、講師を招聘しての研修会などによ

り、中学校夜間学級教員としての資質向上を図る。 

３ 通訳などの外部指導員を活用した、より効果的な教育活動の

あり方について研究をする。 

４ 生徒の経済的負担を考慮したより効果的で充実した校外学習

のあり方について研究をする。 

５ 日本語教材の指導書・指導マニュアルを作成し、効果的な授

業を行うこと及び中学校夜間学級未経験教員の授業力の向上に

関して研究をする。 

調査研究の成果 ≪委託研究Ⅱ≫ 

足立区内中学校３５校すべてに訪問して不登校の実態調査を行

うとともに広報活動を行い、区内関係機関、関係団体、駅などの

公共施設に入学案内資料を設置した。 

≪委託研究Ⅳ≫ 

全国夜間中学校研究会の研究大会は中止となったが、関西地区

の夜間中学を視察した教員からの報告や、代替資料を活用して他

校における指導法などを学び、自校での指導に生かした。 

また、校内研修会を２回計画していたが１回のみ実施し、不登

校生徒の進学先となっている通信制高校等の現状について学び、

教員の資質向上を図った。 

≪委託研究Ⅴ≫ 

入学式・卒業式などの儀式的行事やその他の行事、健康診断や

入学相談、教育相談週間などの際に、中国語・タガログ語の通訳

を配置し、教育効果を高めた。 



校外学習時にバスを利用したことは、慣れない地域において効

率よく移動することに有効であった。見学箇所で説明を受ける時

間が十分に確保できたことで、日本の文化などの学習に成果が見

られた。 

≪委託研究Ⅵ≫ 

自校で作成している日本語教科書の指導書を作成し、教材への

理解が深まることでより効果的な授業とすることとともに、日本

語指導未経験者が着任した場合でも、指導当初から授業に支障な

く対応できる授業力向上への活用が期待できる。 

 


